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欣喜堂二
〇
〇
四
年
五
月
二
八
日
、
金
曜
日
。
東
京
駅
で
母
と
待
ち
合
わ
せ
て
、
東
北
・
山
形
新

幹
線
で
山
形
駅
へ
。
弟
が
出
迎
え
て
く
れ
た
。
駅
前
か
ら
路
線
バ
ス
で
、
弟
が
予
約
し
て

く
れ
て
い
た
中
桜
田
温
泉
「
ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア
山
形
」
に
向
か
う
。

翌
朝
、
山
形
駅
か
ら
Ｊ
Ｒ
仙
山
線
に
乗
車
し
二
〇
分
ほ
ど
で
山
寺
駅
へ
。
そ
こ
か
ら
徒
歩

で
宝
珠
山
立
石
寺
、
通
称
山
寺
へ
。
弟
が
山
寺
観
光
ガ
イ
ド
の
方
を
予
約
し
て
く
れ
て
い

て
、
根
本
中
堂
の
前
あ
た
り
で
落
ち
合
う
。
根
本
中
堂
は
立
石
寺
と
い
う
御
山
全
体
の
寺

院
の
本
堂
に
当
た
る
御
堂
で
あ
る
。
堂
内
で
は
、
本
尊
と
し
て
慈
覚
大
師
作
と
伝
え
ら
れ

る
木
造
薬
師
如
来
坐
像
を
お
祀
り
し
、
脇
侍
と
し
て
日
光
・
月
光
両
菩
薩
と
十
二
支
天
、

そ
の
左
右
に
文
殊
菩
薩
と
毘
沙
門
天
を
拝
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
は
松
尾
芭
蕉
像
と

句
碑
の
説
明
と
記
念
撮
影
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

ガ
イ
ド
の
人
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
山
門
か
ら
始
ま
る
長
い
階
段
を
ゆ
っ
く
り
と
上
が

っ
て
行
く
。
説
明
に
よ
れ
ば
石
段
の
数
は
八
百
段
以
上
だ
と
い
う
。
観
光
客
は
多
い
の
だ

が
、
老
木
の
緑
に
囲
ま
れ
て
静
か
だ
。
途
中
、
せ
み
塚
と
い
う
と
こ
ろ
で
休
憩
。
松
尾
芭

蕉
に
連
な
る
弟
子
た
ち
が
こ
の
地
を
訪
れ
た
時
に
、
芭
蕉
が
句
の
着
想
を
得
た
場
所
だ
と

し
て
、
短
冊
を
土
台
石
の
下
に
埋
め
て
、
こ
の
塚
を
立
て
た
と
い
う
。

開
山
堂
は
立
石
寺
を
開
か
れ
た
慈
覚
大
師
の
御
堂
で
、
百
丈
岩
の
上
に
立
て
ら
れ
て
い

る
。
扉
が
閉
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
大
師
の
木
造
の
尊
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
隣
の
赤
い

小
さ
な
御
堂
は
山
内
で
最
も
古
い
建
物
だ
そ
う
だ
。
奥
之
院
で
写
経
さ
れ
た
法
華
経
が
納

め
ら
れ
て
い
る
納
経
堂
で
あ
る
。

山
内
に
は
五
〇
余
の
建
物
が
存
在
し
て
い
る
。
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
さ
ら
に
上
へ
上
へ

と
進
ん
で
い
く
。
参
道
の
終
点
が
奥
之
院
だ
。


